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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータを、
　印刷ジョブの入稿を受け付ける受付手段、
　該コンピュータに接続される機器の能力、または該コンピュータを含む印刷プロセスに
接続される機器の能力の情報を取得する能力取得手段、
　印刷ジョブの受付時、プリンタ装置の指定の変更時及び印刷実行時に、前記能力取得手
段が取得した機器の能力の情報及び印刷ジョブ編集プログラムが有する印刷条件の情報に
基づいて、受け付けた印刷ジョブに設定済みの機能から、無効となる機能を判断する判断
手段、
　前記無効となる機能の一覧を表示し、前記無効となる機能の設定解除の確認を行わせる
表示手段、
として機能させ、
　前記機器の能力の情報には、単独で実行可能な機能の情報と、前記機能の組合せにより
禁止される機能的な禁則情報とが含まれ、前記印刷ジョブ編集プログラムが有する印刷条
件の情報には、前記受け付けた印刷ジョブが有する画像情報との関係で禁止される論理的
な禁則情報が含まれており、
　前記表示手段は、印刷ジョブの受付時に、前記機能の情報、前記機能的な禁則情報及び
前記論理的な禁則情報を基に前記無効となる機能が設定された状態を許容し、印刷実行時
に、前記論理的な禁則情報を基に前記無効となる機能が設定された状態を許容するように
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前記無効となる機能の設定解除の確認を行わせる
印刷ジョブ編集プログラム。
【請求項２】
　前記論理的な禁則情報は、前記プリンタ装置の指定の変更時に変化しないことを特徴と
する請求項１記載の印刷ジョブ編集プログラム。
【請求項３】
　印刷ジョブの入稿を受け付ける受付手段と、
　コンピュータに接続される機器の能力、または該コンピュータを含む印刷プロセスに接
続される機器の能力の情報を取得する能力取得手段と、
　印刷ジョブの受付時、プリンタ装置の指定の変更時及び印刷実行時に、前記能力取得手
段が取得した機器の能力の情報及び印刷ジョブ編集プログラムが有する印刷条件の情報に
基づいて、受け付けた印刷ジョブに設定済みの機能から、無効となる機能を判断する判断
手段と、
　前記無効となる機能の一覧を表示し、前記無効となる機能の設定解除の確認を行わせる
表示手段と、
を有し、
　前記機器の能力の情報には、単独で実行可能な機能の情報と、前記機能の組合せにより
禁止される機能的な禁則情報とが含まれ、前記印刷ジョブ編集プログラムが有する印刷条
件の情報には、前記受け付けた印刷ジョブが有する画像情報との関係で禁止される論理的
な禁則情報が含まれており、
　前記表示手段は、印刷ジョブの受付時に、前記機能の情報、前記機能的な禁則情報及び
前記論理的な禁則情報を基に前記無効となる機能が設定された状態を許容し、印刷実行時
に、前記論理的な禁則情報を基に前記無効となる機能が設定された状態を許容するように
前記無効となる機能の設定解除の確認を行わせる
ことを特徴とする印刷ジョブ編集装置。
【請求項４】
　コンピュータによって実行される印刷ジョブ編集方法であって、
　前記コンピュータが、
　印刷ジョブの入稿を受け付ける受付ステップと、
　該コンピュータに接続される機器の能力、または該コンピュータを含む印刷プロセスに
接続される機器の能力の情報を取得する能力取得ステップと、
　印刷ジョブの受付時、プリンタ装置の指定の変更時及び印刷実行時に、前記能力取得ス
テップで取得した機器の能力の情報及び印刷ジョブ編集プログラムが有する印刷条件の情
報に基づいて、受け付けた印刷ジョブに設定済みの機能から、無効となる機能を判断する
判断ステップと、
　前記無効となる機能の一覧を表示し、前記無効となる機能の設定解除の確認を行わせる
表示ステップと、
を実行し、
　前記機器の能力の情報には、単独で実行可能な機能の情報と、前記機能の組合せにより
禁止される機能的な禁則情報とが含まれ、前記印刷ジョブ編集プログラムが有する印刷条
件の情報には、前記受け付けた印刷ジョブが有する画像情報との関係で禁止される論理的
な禁則情報が含まれており、
　前記表示ステップは、印刷ジョブの受付時に、前記機能の情報、前記機能的な禁則情報
及び前記論理的な禁則情報を基に前記無効となる機能が設定された状態を許容し、印刷実
行時に、前記論理的な禁則情報を基に前記無効となる機能が設定された状態を許容するよ
うに前記無効となる機能の設定解除の確認を行わせる
ことを特徴とする印刷ジョブ生成方法。
【請求項５】
　コンピュータにより実行可能な請求項１に記載の印刷ジョブ編集プログラムと、画像形
成装置とを有することを特徴とする印刷システム。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷ジョブを編集する印刷ジョブ編集プログラム、印刷ジョブ編集装置、印
刷ジョブ編集方法及び印刷システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　顧客より印刷物（カタログ、広告等）を受け取り、印刷物から顧客が希望する印刷出力
物を生成し、印刷出力物を顧客に納品することで報酬を得る商業印刷業界では、印刷物の
受け取りから納品に至るまで、複数の工程を踏んで作業を行っている。印刷物の受け取り
から納品に至るまでの工程としては、顧客からの印刷物の入稿、印刷出力物の印刷条件の
受付、色修正、レイアウト修正、綴じ位置修正といったプリプレス工程、顧客のプリプレ
ス結果確認の為のプルーフプリント、印刷作業や印刷後の印刷とじ、圧着といった後処理
工程、印刷出力物の顧客への納品といったものがあった。なお、印刷物の受け取りから納
品に至るまでの工程は、顧客の要望する印刷出力物の印刷条件に伴い増減が発生する。
【０００３】
　従来の商業印刷業界では、顧客から大量印刷を行う印刷物の受注が多く、前述した工程
で印刷出力物の量産に対応していた。また、大量印刷を行う印刷物は、顧客からの印刷出
力物の印刷条件が固定化されるケースが多かった。したがって、従来の商業印刷業界では
決定した一つの印刷条件で大量印刷を行い、ロットの印刷終了後、印刷条件を変更し再び
大量印刷を行うといった印刷サイクルで、顧客の要望する印刷出力物を生成していた。
【０００４】
　この印刷サイクルにおいて、前述した複数の工程は印刷条件が変更になった場合に発生
することが多かった。したがって、印刷条件に変更が無い場合、商業印刷業者は同一の工
程での連続印刷が可能であり、効率的な大量印刷作業を行うことができた。
【０００５】
　近年、商業印刷業界にはＰＯＤ（Print On Demand ）と呼ばれる、比較的小ロットの印
刷物を短納期で顧客に納品するといったＰＯＤ市場が出現している。ＰＯＤ市場では複数
の顧客からの受注が発生することが多い。結果としてＰＯＤ市場では商業印刷業者に入稿
される印刷物や、印刷出力物の印刷条件などが多岐にわたることが多い。
【０００６】
　併せて、近年は印刷物のデジタル化が進み、コンピュータを使用した印刷物生成の為の
制御がなされるようになった。例えば印刷物を、ネットワークを介して電子データとして
入稿したり、前述した複数の工程を制御したりするワークフローといった技術が現れるよ
うになった。例えば、前述したワークフローでは前述した複数の工程での印刷動作をＪＤ
Ｆ（Job Definition Format ）と呼ばれるジョブチケットで定義し、印刷システムで印刷
動作を制御しているものもある。
【０００７】
　このような印刷環境の変化に伴い、商業印刷業者は受注した印刷物を生成する為に印刷
システムのコンピュータ化を進めてきた。一方で、商業印刷業者は顧客からの多岐にわた
る印刷出力物の印刷条件などに対応できる印刷システムの構築が併せて必要となってきて
いる。さらに、顧客の要望である多岐にわたる印刷出力物を生成する為に、複数のプリン
タ装置やデバイス（周辺）装置の導入といったシステム面の対応や、前述した複数の工程
の比較的短いサイクルでの変更といった作業工程面での対応も必要となってきた。
【０００８】
　商業印刷業者は、前述したような対応が必要となってきたが、利益を産み出す為に更な
る業務効率の向上が必要となってくる。業務効率の向上に繋がる施策として、作業の簡素
化が一つにある。
【０００９】
　プロダクションプリンティング（ＰＰ）事業のプリプレス工程では、出力するプリンタ
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装置を指定してから印刷設定を行う（ジョブチケットを生成する）だけでなく、ジョブチ
ケットの生成後にプリンタ装置の指定を変更することもできる。なお、ジョブチケットは
各プリンタ装置が持つ能力に応じて、利用不可となる機能（無効な機能）の印刷設定を禁
止させている。例えばジョブチケットの生成時に利用できた機能（有効な機能）は、プリ
ンタ装置の指定を変更することで利用不可となることもあった。
【００１０】
　プリンタドライバを備えた印刷制御装置であって、ネットワークを介して接続されるプ
リンタのオプションの構成情報及びプリンタの機種に依存する情報が記録されたテキスト
データをプリンタより取得する情報取得手段と、情報取得手段によって取得されたテキス
トデータをファイルとして保存する保存手段とを有し、プリンタドライバは、情報取得手
段によって取得されたテキストデータに基づいて、印刷設定画面の表示内容を変化させる
技術は、従来から知られていた（例えば特許文献１参照）。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　プリンタ装置の指定を変更することで利用できなくなった機能がプリンタ装置の指定を
変更する前に印刷設定されていた場合は、その機能の印刷設定を単純に解除すると、作業
者の意図しない印刷設定で印刷されてしまうという問題があった。なお、保存していた印
刷ジョブのオープン時やジョブチケット付きの印刷データを受け付けたときも同様な問題
があった。
【００１２】
　本発明は上記の点に鑑みなされたもので、無効となる機能の印刷設定を作業者に認識さ
せつつ、作業者から印刷設定の解除を受け付ける印刷ジョブ編集プログラム、印刷ジョブ
編集装置、印刷ジョブ編集方法及び印刷システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記した課題を解決するため、請求項１に記載した印刷ジョブ編集プログラムは、コン
ピュータを、印刷ジョブの入稿を受け付ける受付手段、該コンピュータに接続される機器
の能力、または該コンピュータを含む印刷プロセスに接続される機器の能力の情報を取得
する能力取得手段、印刷ジョブの受付時、プリンタ装置の指定の変更時及び印刷実行時に
、前記能力取得手段が取得した機器の能力の情報及び印刷ジョブ編集プログラムが有する
印刷条件の情報に基づいて、受け付けた印刷ジョブに設定済みの機能から、無効となる機
能を判断する判断手段、前記無効となる機能の一覧を表示し、前記無効となる機能の設定
解除の確認を行わせる表示手段、として機能させ、前記機器の能力の情報には、単独で実
行可能な機能の情報と、前記機能の組合せにより禁止される機能的な禁則情報とが含まれ
、前記印刷ジョブ編集プログラムが有する印刷条件の情報には、前記受け付けた印刷ジョ
ブが有する画像情報との関係で禁止される論理的な禁則情報が含まれており、前記表示手
段は、印刷ジョブの受付時に、前記機能の情報、前記機能的な禁則情報及び前記論理的な
禁則情報を基に前記無効となる機能が設定された状態を許容し、印刷実行時に、前記論理
的な禁則情報を基に前記無効となる機能が設定された状態を許容するように前記無効とな
る機能の設定解除の確認を行わせることを特徴とする。
【００１４】
　なお、本発明の構成要素、表現または構成要素の任意の組合せを、方法、装置、システ
ム、コンピュータプログラム、記録媒体、データ構造などに適用したものも本発明の態様
として有効である。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、無効となる機能の印刷設定を作業者に認識させつつ、作業者から印刷
設定の解除を受け付ける印刷ジョブ編集プログラム、印刷ジョブ編集装置、印刷ジョブ編
集方法及び印刷システムを提供可能である。
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【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明に係る印刷システムの全体構成の一例を示すブロック図である。
【図２】ＰＣの一例のハードウェア構成図である。
【図３】クライアントＰＣの一例の処理ブロック図である。
【図４】新規の印刷ジョブの入稿を受け付けるＵＩの一例のイメージ図である。
【図５】新規の印刷ジョブに対する印刷設定を受け付けるＵＩの一例のイメージ図である
。
【図６】プリンタ装置の指定の変更を受け付けるＵＩの一例のイメージ図である。
【図７】エラーを表示するＵＩの一例のイメージ図である。
【図８】エラー機能を解除した後のＵＩの一例のイメージ図である。
【図９】プリンタＢへの変更をキャンセルした後のＵＩの一例のイメージ図である。
【図１０】クライアントＰＣの基本的な処理手順を表した一例のフローチャートである。
【図１１】禁則判定処理の詳細を示す一例のフローチャートである。
【図１２】禁則判定処理の詳細を示す他の例のフローチャートである。
【図１３】利用不可になる機能の解除を作業者に選択させるＵＩの一例のイメージ図であ
る。
【図１４】印刷ジョブ受付時、プリンタ装置の指定の変更時及び印刷実行時と、機能の有
無情報、機能的な禁則情報及び論理的な禁則情報との関係を表した一例の表である。
【図１５】クライアントＰＣの他の例の処理ブロック図である。
【図１６】禁則制御部が行う処理の一例のシーケンス図である。
【図１７】最終的な禁則情報の作成処理の一例のシーケンス図である。
【図１８】ＤｅｖＣａｐｓファイルの一部分を示した一例の説明図である。
【図１９】ＤｅｖＣａｐｓファイルの禁則条件部の一部分を表した一例の説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　次に、本発明を実施するための最良の形態を、以下の実施例に基づき図面を参照しつつ
説明していく。なお、以下の説明における印刷システムは本発明を理解しやすくするため
のものであり、本発明は以下の印刷システムに限定されるものではない。
【実施例１】
【００１８】
　＜システム構成＞
　図１は本発明に係る印刷システムの全体構成の一例を示すブロック図である。本発明に
係る印刷システムは、エンドユーザ環境１と、ＰＯＤ印刷システム環境２とがＬＡＮなど
のネットワーク３を介して接続されている。
【００１９】
　エンドユーザ環境１は例えば社内イントラネットに接続されたクライアントＰＣ１１を
所有する環境である。クライアントＰＣ１１はＰＯＤ印刷業務向けアプリケーションの一
例としての印刷ジョブ編集アプリケーションが搭載されており、印刷ジョブの生成／編集
を行うことができる。
【００２０】
　印刷ジョブ編集アプリケーションは用紙面に複数の論理的なページイメージを複数貼り
付けるためのＮｕｍｂｅｒ Ｕｐ面付け機能、あるいはヘッダー、フッター、ページ番号
などを付加するためのイメージ編集機能を実行することができる。また、印刷ジョブ編集
アプリケーションは印刷製本のための穴あけ指示やステープル留めなどの指示を指定する
ことができる。
【００２１】
　ＰＯＤ印刷システム環境２は、工程管理部２０と、デジタル印刷部３０と、ポストプレ
ス部４０とがオンラインで接続されている。工程管理部２０はＰＯＤ印刷システム環境２
においてデジタル印刷部３０やポストプレス部４０の各工程に対して作業を指示し、ＰＯ
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Ｄ印刷システム環境２のワークフローを一元管理する。
【００２２】
　工程管理部２０はエンドユーザ環境１から印刷ジョブ（印刷オーダー）を受信し、印刷
ジョブを保管する。また、工程管理部２０はエンドユーザからの印刷ジョブに基づいて各
工程における作業をワークフローとして組み立てたり、デジタル印刷部３０やポストプレ
ス部４０、各作業者の作業を効率よくスケジューリングしたり、自動運転時におけるエラ
ー発生時、必要に応じてオペレータに通知をしたりすることもできる。一般的に工程管理
部２０は１台以上のＰＣサーバ２１を含むように構成される。
【００２３】
　デジタル印刷部３０は工程管理部２０から受信した印刷ジョブの指示に従って、白黒Ｍ
ＦＰやカラーＭＦＰ等のスキャンデバイスによりエンドユーザから受け取った紙原稿を読
み取り、印刷デバイスから出力してコピーを行う。デジタル印刷部３０はクライアントＰ
Ｃ１１からプリンタドライバやホットフォルダを経由して、エンドユーザから受信した文
書／画像ファイル、スキャンデバイスによりスキャンしたスキャン画像ファイル、もしく
はこれらを編集した文書／画像ファイルを白黒ＭＦＰやカラーＭＦＰ等の印刷デバイスで
印刷することもできる。なお、本実施例においては工程管理部２０を有さずエンドユーザ
端末１１からプリンタ装置３１に直接接続されていてもよい。
【００２４】
　デジタル印刷部３０はＰＯＤ印刷システム環境２によって設置構成が異なるが、高速印
刷可能かつ高品位な印刷が可能なカラーまたは白黒のプリンタ装置３１の組合せで構成さ
れる場合が多い。プリンタ装置３１では単なる印刷機能に留まらず、ステープル、パンチ
穴あけ、断裁、くるみ製本、リング製本など、印刷の後処理を印刷と同時にオンラインで
行うこともできる。詳細は後述するが、本実施例においてはプリンタ装置３１としてプリ
ンタＡとプリンタＢが接続されているものとする。
【００２５】
　ポストプレス部４０は、工程管理部２０から受信したポストプレスジョブの作業指示に
従って、紙折り機、中綴じ製本機、くるみ製本機、断裁機、封入機、帳合い機等の後処理
デバイスを制御する。また、ポストプレス部４０はデジタル印刷部３０より出力された記
録紙に対して、紙折り、中綴じ製本、くるみ製本、他繊細、封入、帳合い等の仕上げ処理
を実行する。ポストプレス部４０には、ステープラ４１、パンチ穴あけ機４２など、印刷
後の後加工（後処理）を行うための後処理装置が含まれている。
【００２６】
　なお、ポストプレス部４０に含まれる後処理装置はネットワーク３を介して接続されて
いないものであってもよい。ネットワーク３を介して接続されていないポストプレス部４
０に含まれる後処理装置はクライアントＰＣ１１を含む印刷プロセスに接続される（印刷
プロセスで利用される）機器の一例である。
【００２７】
　エンドユーザは、エンドユーザ環境１のクライアントＰＣ１１から、ＰＯＤ印刷業務向
けアプリケーションを使用して、画像の編集、面付け、テキスト挿入、後処理の指示など
を行い、ＰＯＤ印刷システム環境２の工程管理部２０に対して印刷オーダーを依頼（印刷
ジョブを送信）する。印刷ジョブは、ジョブチケットと呼ばれる注文情報と印刷データと
を含む。
【００２８】
　ジョブチケットに含まれる情報（印刷設定）に従って工程管理部２０のＰＣサーバ２１
は印刷ジョブ（印刷オーダー）を生成し、デジタル印刷部３０、ポストプレス部４０に対
して印刷データに対する指示を行う。また、ポストプレス部４０はステープル機能を単独
で持ったステープラ４１と、パンチ穴あけ機能を単独で持ったプロパンチャ４２とを含ん
でいるものとする。
【００２９】
　＜ハードウェア構成＞
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　エンドユーザ環境１のクライアントＰＣ１１は、例えば図２に示すようなハードウェア
構成のＰＣにより実現される。図２はＰＣの一例のハードウェア構成図である。図２のＰ
Ｃ５０はバス５９で相互に接続されている入力装置５１、出力装置５２、記録媒体読取装
置５３、補助記憶装置５４、主記憶装置５５、演算処理装置５６及びインターフェース装
置５７を含む。
【００３０】
　入力装置５１はキーボードやマウス等である。入力装置５１は各種信号を入力するため
に用いられる。出力装置５２はディスプレイ装置等である。出力装置５２は各種ウインド
ウやデータ等を表示するために用いられる。インターフェース装置５７は、モデム，ＬＡ
Ｎカード等である。インターフェース装置５７は、ネットワーク３に接続するために用い
られる。
【００３１】
　クライアントＰＣ１１に搭載される印刷ジョブ編集アプリケーションは、ＰＣ５０を制
御する各種プログラムの少なくとも一部である。印刷ジョブ編集アプリケーションは記録
媒体５８の配布やネットワーク３等からのダウンロードなどによって提供される。
【００３２】
　記録媒体５８はＣＤ－ＲＯＭ、フレキシブルディスク、光磁気ディスク等の様に情報を
光学的，電気的或いは磁気的に記録する記録媒体、ＲＯＭ、フラッシュメモリ等の様に情
報を電気的に記録する半導体メモリ等、様々なタイプの記録媒体を用いることができる。
【００３３】
　印刷ジョブ編集アプリケーションは印刷ジョブ編集アプリケーションを記録した記録媒
体５８が記録媒体読取装置５３にセットされると、記録媒体５８から記録媒体読取装置５
３を介して補助記憶装置５４にインストールされる。ネットワーク３等からダウンロード
された印刷ジョブ編集アプリケーションはインターフェース装置５７を介して補助記憶装
置５４にインストールされる。補助記憶装置５４はインストールされた印刷ジョブ編集ア
プリケーション、必要なファイル、データ等を格納する。
【００３４】
　主記憶装置５５は印刷ジョブ編集アプリケーションの起動時に、補助記憶装置５４から
印刷ジョブ編集アプリケーションを読み出して格納する。そして、演算処理装置５６は主
記憶装置５５に格納された印刷ジョブ編集アプリケーションに従って、後述するような各
種処理を実現している。
【００３５】
　同様に、工程管理部２０のＰＣサーバ２１は例えば図２に示すようなＰＣにより実現さ
れる。ＰＣサーバ２１の演算処理装置５６は主記憶装置５５に格納された工程管理のプロ
グラムに従って、工程管理の各種処理を実現している。
【００３６】
　＜ソフトウェア構成＞
　エンドユーザ環境１のクライアントＰＣ１１は例えば図３に示す処理ブロックで実現さ
れる。図３はクライアントＰＣの一例の処理ブロック図である。クライアントＰＣ１１は
印刷ジョブ編集アプリケーションが搭載されている。クライアントＰＣ１１は印刷ジョブ
編集アプリケーションを実行することで、画面制御部６１、入稿受付部６２、印刷設定受
付部６３、プリンタ変更受付部６４、禁則情報生成部６５、エラー判定部６６、印刷実行
受付部６７、プリンタ共通の禁則情報テーブル６８を実現する。
【００３７】
　画面制御部６１は後述のＵＩの画面制御を行う。入稿受付部６２はＵＩを介して作業者
から印刷ジョブの入稿を受け付ける。印刷設定受付部６３はＵＩを介して作業者から印刷
設定を受け付ける。プリンタ変更受付部６４はＵＩを介して作業者からプリンタ装置３１
の指定の変更を受け付ける。禁則情報生成部６５は後述のように禁則情報を生成する。
【００３８】
　エラー判定部６６はプリンタ装置３１の指定の変更により設定済みで利用不可となる機
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能（無効となる機能）をエラー機能として判定する。エラー判定部６６は後述のようにエ
ラー機能一覧をＵＩに表示させる。
【００３９】
　作業者はＵＩに表示されたエラー機能一覧を参照し、エラー機能の印刷設定の解除、プ
リンタ装置３１の指定の変更のキャンセルなどをＵＩから選択できる。エラー判定部６６
は作業者がＵＩから選択したエラー機能の印刷設定の解除、又は、プリンタ装置３１の指
定の変更のキャンセルに応じて、エラー機能の印刷設定を解除するか、又は、プリンタ装
置３１の指定の変更をキャンセルする。
【００４０】
　印刷実行受付部６７はＵＩを介して作業者から印刷実行の指示を受け付ける。印刷実行
受付部６７はＵＩを介して作業者から印刷実行の指示を受け付けると、ＰＯＤ印刷システ
ム環境２の工程管理部２０に対して印刷ジョブを送信する。
【００４１】
　プリンタ共通の禁則情報テーブル６８は、印刷ジョブ編集アプリケーションが独自に定
義した論理的な禁則情報を格納している。なお、論理的な禁則情報の詳細は後述する。
【００４２】
　＜ＵＩ＞
　まず、本発明の理解を容易とするため、ここではクライアントＰＣ１１の基本的な処理
の流れを、ＵＩを用いて説明する。なお、本実施例では前提として２台のプリンタ装置が
登録されているものとする。プリンタＡはステープル機能を利用できるものとする。プリ
ンタＢはステープル機能を利用不可であるものとする。
【００４３】
　《印刷ジョブの入稿を受け付けるＵＩ》
　図４は新規の印刷ジョブの入稿を受け付けるＵＩの一例のイメージ図である。ここでは
作業者がファイル１０１を入稿したいものとして説明する。図４のＵＩにおいて、作業者
はファイル一覧１００から入稿したいファイル１０１を選択したあと、ボタン１０２を押
下する。入稿受付部６２はファイル一覧１００から作業者によって選択されたファイル１
０１を、印刷ジョブとして開くファイル１０３として図４のＵＩに表示する。このように
作業者は図４のＵＩから印刷ジョブとして開くファイル１０３を選択できる。
【００４４】
　その後、作業者はボタン１０４を押下することでファイル１０３の印刷ジョブの作成を
指示できる。作業者からの印刷ジョブの作成の指示を受け、入稿受付部６２はファイル１
０３を印刷ジョブとして開く。
【００４５】
　このとき、クライアントＰＣ１１は印刷ジョブ編集アプリケーションに［通常使うプリ
ンタ］として設定されているプリンタ装置３１の機能と、［通常使うプリンタ］として設
定されているプリンタ装置３１の機能的な禁則情報とを取得する。なお、プリンタ装置３
１の機能、及び、機能的な禁則情報の取得は、作業者が予め設定しておいたものを取得す
るようにしてもよいし、プリンタ装置３１から取得するようにしてもよい。
【００４６】
　《印刷ジョブに対する印刷設定を受け付けるＵＩ》
　また、図５は新規の印刷ジョブに対する印刷設定を受け付けるＵＩの一例のイメージ図
である。図５のＵＩではプリンタ装置３１の機能にかかる印刷設定として、ステープルを
設定する例を示している。
【００４７】
　作業者は図４のＵＩのボタン１０４を押下したあと、［用紙／面付け／後処理］タブ１
１１を選択することで図５のＵＩを表示させることができる。作業者は図５のＵＩに含ま
れているステープル設定欄１１２からステープルを設定し、ボタン１１３を押下すること
でステープルを設定できる。印刷設定受付部６３は作業者がステープル設定欄１１２から
設定したステープルの設定を印刷ジョブに反映させる。
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【００４８】
　《プリンタ装置の指定の変更を受け付けるＵＩ》
　図６はプリンタ装置の指定の変更を受け付けるＵＩの一例のイメージ図である。図６の
ＵＩにおいて、作業者はプリンタ選択欄１２１を利用してプリンタＡの指定をプリンタＢ
に変更する指示を行うことができる。ここでは作業者がプリンタＡの指定をプリンタＢに
変更する指示を行ったものとして説明を続ける。
【００４９】
　プリンタ変更受付部６４は作業者によるプリンタ装置３１の指定の変更の指示を受け付
ける。前述したように、ここではプリンタＡがステープル機能を利用でき、プリンタＢが
ステープル機能を利用不可であるものとして説明する。
【００５０】
　プリンタ変更受付部６４が作業者によるプリンタ装置３１の指定の変更の指示を受け付
けると、禁則情報生成部６５は後述のように禁則情報を生成する。禁則情報には機能の有
無情報の一例として「プリンタＢ：ステープル機能を利用不可」が含まれる。プリンタＢ
がステープル機能を利用不可であるため、エラー判定部６６はプリンタＡからプリンタＢ
への指定の変更によりステープル機能が利用不可になると判定する。
【００５１】
　エラー判定部６６は図７に示すようなエラー画面１３０を表示する。図７はエラーを表
示するＵＩの一例のイメージ図である。図７のエラー画面１３０ではプリンタＢへの変更
により利用できなくなるステープル機能がエラー機能一覧１３１に表示される。
【００５２】
　作業者はエラー画面１３０の［ＯＫ］ボタン１３２を押下することで、エラー機能一覧
１３１に表示されているステープル機能の解除を指示できる。また、作業者はエラー画面
１３０の［キャンセル］ボタン１３３を押下することで、プリンタＢへの変更のキャンセ
ルを指示できる。
【００５３】
　作業者によりエラー画面１３０の［ＯＫ］ボタン１３２が押下されると、エラー判定部
６６はステープル機能の解除を印刷ジョブに反映させる。また、作業者によりエラー画面
１３０の［キャンセル］ボタン１３３が押下されると、エラー判定部６６はプリンタＢへ
の変更をキャンセルする。エラー判定部６６は、ステープル機能を利用できるプリンタＡ
が指定されたままであるため、ステープル機能を解除しない。
【００５４】
　《エラー機能を解除した後のＵＩ》
　図８はエラー機能を解除した後のＵＩの一例のイメージ図である。図７のエラー画面１
３０の［ＯＫ］ボタン１３２が押下されてステープル機能が解除された為、印刷設定受付
部６３は図８のＵＩを表示する。図８のＵＩではプリンタ選択欄１４１がプリンタＡから
プリンタＢに変更され、ステープル機能の設定が解除されている。また、図８のＵＩでは
プリンタＢがステープル機能を利用不可であるため、ステープル機能を設定できないよう
にステープル設定欄１４２が半輝度表示となっている。
【００５５】
　《プリンタＢへの変更をキャンセルした後のＵＩ》
　図９はプリンタＢへの変更をキャンセルした後のＵＩの一例のイメージ図である。図７
のエラー画面１３０の［キャンセル］ボタン１３３が押下されて、プリンタＢへの変更が
キャンセルされた為、印刷設定受付部６３は図９のＵＩを表示する。図９のＵＩではプリ
ンタ選択欄１５１が、元のプリンタＡのままであり、ステープル設定欄１５２のステープ
ル機能の設定も解除されていない。
【００５６】
　＜処理の手順＞
　次に、図４～図９のＵＩを用いて説明したクライアントＰＣ１１の基本的な処理の流れ
をフローチャートで説明する。
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【００５７】
　《クライアントＰＣの基本的な処理》
　図１０はクライアントＰＣの基本的な処理手順を表した一例のフローチャートである。
【００５８】
　ステップＳ１において、画面制御部６１は図４に示すようなＵＩを例えば出力装置５２
に表示する。作業者は前述したように図４のＵＩから印刷ジョブとして開くファイル１０
３を選択できる。その後、作業者はボタン１０４を押下することでファイル１０３の印刷
ジョブの作成を指示できる。このように、入稿受付部６２は図４に示すようなＵＩを介し
て作業者から印刷ジョブの入稿を受け付ける。
【００５９】
　作業者から印刷ジョブの入稿を受け付けたあと、ステップＳ２において、画面制御部６
１は図５に示すようなＵＩを出力装置５２に表示する。作業者は前述したように図５のＵ
Ｉから印刷ジョブに対する印刷設定を行うことができる。印刷設定受付部６３は図５に示
すようなＵＩを介して作業者から印刷ジョブに対する印刷設定を受け付ける。
【００６０】
　ステップＳ３において、プリンタ変更受付部６４は図６に示すようなＵＩを出力装置５
２に表示する。作業者は前述したように図６のＵＩからプリンタ装置３１の指定の変更を
指示できる。プリンタ変更受付部６４は図６に示すＵＩを介して作業者からプリンタ装置
３１の指定の変更を受け付けたか、言い換えればプリンタ装置３１が切り替わったかを判
定する。プリンタ変更受付部６４は、図６に示すようなＵＩを介して作業者からプリンタ
装置３１の指定の変更を受け付ける。
【００６１】
　作業者からプリンタ装置３１の指定の変更を受け付けていなければ、図１０に示す処理
は終了する。プリンタ変更受付部６４が作業者からプリンタ装置３１の指定の変更を受け
付けると、禁則情報生成部６５は後述のように禁則情報を生成する。その後、ステップＳ
４において、エラー判定部６６は生成した禁則情報を用いて、プリンタ装置３１の指定の
変更により利用不可となる機能があるか否かを判定する（詳細は後述する）。
【００６２】
　プリンタ装置３１の指定の変更により利用不可となる機能がなければ、印刷設定受付部
６３はステップＳ８において、プリンタ装置３１の指定の変更にプリンタ選択欄１２１を
対応させるための情報を作成する。そして、ステップＳ９において、画面制御部６１はプ
リンタ装置３１の指定の変更にプリンタ選択欄１２１を対応させたＵＩに更新する。
【００６３】
　プリンタ装置３１の指定の変更により利用不可となる機能があれば、エラー判定部６６
は図７に示すようなエラー画面１３０を表示する。エラー判定部６６はプリンタ装置３１
の指定の変更により利用不可となる機能をエラー機能として判定し、エラー機能一覧１３
１をＵＩに表示させる。
【００６４】
　図７に示すようなエラー画面１３０からプリンタ装置３１の指定の変更のキャンセルが
選択されると、印刷設定受付部６３はステップＳ６において、図９に示すようなＵＩを表
示する。図９のＵＩでは例えばプリンタ選択欄１５１が、元のプリンタＡのままのＵＩを
表示する。
【００６５】
　図７に示すようなエラー画面１３０からエラー機能の印刷設定の解除を表す［ＯＫ］ボ
タンが選択されると、エラー判定部６６はステップＳ７において、エラー機能の印刷設定
の解除を印刷ジョブに反映させる。また、ステップＳ８において、印刷設定受付部６３は
図８に示すようなＵＩを表示する為の情報を作成する。例えば図８のＵＩの例ではプリン
タ選択欄１４１がプリンタＢに変更され、ステープル設定欄１４２が半輝度表示に変更さ
れるための情報を作成する。そして、ステップＳ９において、画面制御部６１は図８のＵ
Ｉに更新する。
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【００６６】
　《ステップＳ４の詳細》
　ステップＳ４の詳細な処理を説明する。作業者からプリンタ装置３１の指定の変更を受
けたあと、禁則情報生成部６５は図１１のようなフローチャートの処理を開始する。図１
１は禁則判定処理の詳細を示す一例のフローチャートである。
【００６７】
　ステップＳ１１において、禁則情報生成部６５は例えば実機であるプリンタ装置３１に
接続し、プリンタ装置３１が備える最新の機能の有無情報を取得する。なお、ここで取得
する機能の有無情報とは、両面印刷機能、ステープル機能、パンチ穴あけ機能などの有無
である。
【００６８】
　ステップＳ１２において、禁則情報生成部６５はステップＳ１１で取得した機能ごとの
禁則情報（機能的な禁則情報）をプリンタ装置３１から取得する。ここで取得する機能的
な禁則情報とは、例えばステープル機能とパンチ穴あけ機能とは同時に指定できない等で
ある。
【００６９】
　ステップＳ１３において、禁則情報生成部６５はステップＳ１１で取得した機能の有無
情報及びステップＳ１２で取得した機能ごと禁則情報を使用し、ＤｅｖＣａｐｓファイル
を作成する。
【００７０】
　ステップＳ１４において、禁則情報生成部６５は印刷ジョブ編集アプリケーション上で
利用不可な禁則の組合せ情報（論理的な禁則情報）を印刷ジョブ編集アプリケーションか
ら取得する。ここで取得する論理的な禁則情報とは、プリンタ装置３１で共通の禁則情報
である。論理的な禁則情報は、例えば左開きと右ステープルとを同時に指定できない等で
ある。また、集約の面付けとセンターステープル、週刊誌印刷の面付けとパンチなども同
様で、論理的な禁則情報は、面付け等との関係からアプリケーションが論理的に禁則され
る印刷条件を予め設定したものである。
【００７１】
　ステップＳ１５において、禁則情報生成部６５はステップＳ１１で取得した機能の有無
情報とステップＳ１２で取得した機能的な禁則情報とステップＳ１４で取得した論理的な
禁則情報とをマージして最終的な禁則情報を完成する。
【００７２】
　ステップＳ１６において、エラー判定部６６は既存の印刷ジョブが存在するか否かを判
定する。既存の印刷ジョブが存在しない場合、エラー判定部６６は図１１に示す処理を終
了する。既存の印刷ジョブが存在する場合、エラー判定部６６は既存の印刷ジョブの印刷
設定とステップＳ１５で完成した最終的な禁則情報とを比較する。
【００７３】
　比較の結果、エラー判定部６６はステップＳ１８において、プリンタ装置３１の指定の
変更により利用不可になる機能があるかを判定する。例えばステープル機能を利用する印
刷ジョブの場合、ステープル機能を利用できるプリンタＡからステープル機能を利用不可
であるプリンタＢへの指定の変更は、プリンタ装置３１の指定の変更により利用不可にな
る機能があると判定される。プリンタ装置３１の指定の変更により利用不可になる機能が
無ければ、エラー判定部６６は図１１に示す処理を終了する。
【００７４】
　プリンタ装置３１の指定の変更により利用不可になる機能が有れば、エラー判定部６６
はステップＳ１９において、プリンタ装置３１の指定の変更により利用不可になる機能を
エラー機能として判定する。エラー判定部６６はエラー機能一覧をＵＩに表示させる。
【００７５】
　《ステップＳ７の詳細》
　ステップＳ７の詳細な処理を説明する。作業者から「ＯＫ」の指示を受けたあと、禁則
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情報生成部６５は図１２のようなフローチャートの処理を開始する。図１２は禁則判定処
理の詳細を示す他の例のフローチャートである。ステップＳ２１～Ｓ２８の処理は図１１
のステップＳ１１～Ｓ１８の処理とほぼ同様である。
【００７６】
　ただし、図１１のステップＳ１１、Ｓ１２で機能の有無情報や、禁則情報（機能的な禁
則情報）を取得は、速度の面から設定済みの機能に関連する情報だけでよいのに対し、ス
テップＳ２１、Ｓ２２ではプリンタ装置３１の全機能に関する情報である点が異なる。ス
テップＳ１１、Ｓ１２でプリンタ装置３１の全機能に関する情報を取得し保存しておくこ
とで、図１２のステップＳ２１～Ｓ２５は省略可能である。
【００７７】
　比較の結果、エラー判定部６６はステップＳ２８において、プリンタ装置３１の指定の
変更により利用不可となる機能があるかを判定する。プリンタ装置３１の指定の変更によ
り利用不可となる機能が有れば、エラー判定部６６はステップＳ２９において、プリンタ
装置３１の指定の変更により利用不可となる機能を印刷ジョブから解除した後、ステップ
Ｓ３０の処理を行う。また、プリンタ装置３１の指定の変更により利用不可となる機能が
無ければ、エラー判定部６６はステップＳ３０の処理を行う。そして、ステップＳ３０に
おいて、エラー判定部６６は新しい機能一覧を印刷設定受付部６３に返却する。
【００７８】
　なお、ステップＳ２９において、エラー判定部６６はプリンタ装置３１の指定の変更に
より利用不可となる機能を一括して印刷ジョブから解除するのでなく、ＵＩ上で作業者に
選択させて機能単位に印刷ジョブから解除するようにしてもよい。
【００７９】
　また、ジョブチケットに設定されている機能のエラー判断は、プリンタ装置３１の指定
の変更時のみでなく、印刷ジョブの受付時、印刷実行時にも、機能の有無情報、機能的な
禁則情報及び論理的な禁則情報について行ってもよい。
【００８０】
　《利用不可になる機能の解除を作業者に選択させるＵＩ》
　図１３は、利用不可になる機能の解除を作業者に選択させるＵＩの一例のイメージ図で
ある。例えばエラー判定部６６は図１３のＵＩを表示する。図１３のＵＩは利用不可にな
る機能を機能的な禁則情報により利用不可になる機能と論理的な機能情報により利用不可
になる機能とに分けて表示している。図１３のＵＩでは論理的な機能情報により利用不可
になる機能のうち、どちらの機能を解除するかを作業者に選択させるチェックボックスを
備えている。
【００８１】
　本発明では、前提条件としてＤｅｖＣａｐｓファイルにプリンタ装置３１の機能の有無
情報、機能的な禁則情報が格納される。また、印刷ジョブ編集アプリケーションにはプリ
ンタ装置３１で共通の禁則情報（論理的な禁則情報）が格納されている。
【００８２】
　プリンタ装置３１の機能の有無情報の例としては、例えば両面印刷機能、パンチ穴あけ
機能、ステープル機能の有無の情報である。機能的な禁則情報の例としてはステープル機
能とパンチ穴あけ機能との同時設定ができないという情報である。なお、機能的な禁則は
個別の機能としては存在し個々の設定はできるが、組み合わせることができないという意
味である。論理的な禁則情報の例としては左開きと右ステープル機能との同時設定ができ
ないという情報である（集約の面付けとセンターステープル、週刊誌印刷の面付けとパン
チなども同様）。なお、論理的な禁則情報は個別の機能として存在し、組み合わせも可能
であるが、面付け等との関係からアプリケーションで組み合わせを禁止しているという意
味である。
【００８３】
　エラー判定部６６はジョブチケットで既に設定済みの機能について、エラー機能一覧を
エラー画面１３０に表示する。そして、作業者がエラー機能の印刷設定の解除を表す［Ｏ
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Ｋ］ボタン１３２を押下した場合に、エラー判定部６６はエラー機能の印刷設定を解除す
るように、印刷ジョブに反映させる。
【００８４】
　また、作業者がエラー機能の印刷設定の解除を表す［ＯＫ］ボタン１３２を押下しない
場合、エラー判定部６６はエラー機能の印刷設定の全部又は一部を解除しない。エラー機
能の設定を解除しない場合は、エラー判断のきっかけとなった処理（プリンタ装置３１の
指定の変更、印刷ジョブの受付、印刷実行）がキャンセルされる。また、エラー判定部６
６は機能の有無情報、機能的な禁則情報及び論理的な禁則情報の内容に応じてエラー機能
の一部を解除することができる。
【００８５】
　《エラー機能があるときの処理のタイミングによる違い》
　ＰＰ事業においては、実際に出力できない（機能の有無情報、機能的な禁則情報で無効
となる）機能が設定されているまま、印刷実行を行うことは避けなければならない。しか
し、機能的な禁則情報は、機能として個別に設定可能であるため、いずれかの設定を解除
すれば足りる。
【００８６】
　一方、論理的な禁則はユーザが意図的にそれを望むのであれば印刷実行を許可する必要
があり、意図的に設定したかどうかの判断が重要となる。よって印刷ジョブ受付時、プリ
ンタ装置３１の指定の変更時、印刷実行時のそれぞれで、機能の有無情報、機能的な禁則
情報及び論理的な禁則情報のいずれの機能の設定を一部解除するかが異なる。
【００８７】
　プリンタ装置３１の指定の変更時、機能的な禁則情報については解除する設定を選択す
ることができる。だだし、機能的な禁則となる組み合わせを残したまま［ＯＫ］ボタンを
押すことはできない。つまり、組み合わせのいずれかの機能の設定を解除しなければなら
ない。機能の有無情報については選択の余地がない。論理的な禁則情報はプリンタ装置３
１で共通なのでプリンタ装置３１の指定変更時には考慮しない。
【００８８】
　印刷ジョブの受付時は、全ての機能について解除する設定を選択できる。特に印刷ジョ
ブの受付時はプリンタ装置３１の指定の変更により出力可能となることを考慮して、無効
となる機能や組み合わせを残したまま［ＯＫ］ボタンを押すことができる。印刷実行時は
、論理的な禁則情報について解除する設定を選択することができる。機能の有無情報、機
能的な禁則情報についてはプリンタ装置３１の指定の変更時と同様である。なお、印刷ジ
ョブ受付時には保存済みの印刷ジョブファイルのオープンも含む。
【００８９】
　上記した印刷ジョブ受付時、プリンタ装置３１の指定の変更時及び印刷実行時と、機能
の有無情報、機能的な禁則情報及び論理的な禁則情報との関係は、図１４に示すような表
で表すことができる。図１４は印刷ジョブ受付時、プリンタ装置の指定の変更時及び印刷
実行時と、機能の有無情報、機能的な禁則情報及び論理的な禁則情報との関係を表した一
例の表である。
【００９０】
　「選択」は解除する設定を選択可能なことを表している。「矛盾可」は無効となる機能
や組み合わせを残したまま受け付けることを表している。「全解除 or Cancel」はエラー
機能の印刷設定の全部を解除するか、又は、エラー判断のきっかけとなった処理をキャン
セルするかのどちらか一方しか受け付けないことを表している。「矛盾不可」は無効とな
る機能や組み合わせを残したままでは受け付けないことを表している。また、「Don't Ca
re」は機能を解除する必要がないことを表している。
【実施例２】
【００９１】
　システム構成、ハードウェア構成は実施例１と同様であるため、説明を省略する。
【００９２】
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　＜ソフトウェア構成＞
　エンドユーザ環境１のクライアントＰＣ１１は例えば図３に示したソフトウェア構成の
うち、禁則情報生成部６５及びエラー判定部６６のソフトウェア構成を、図１５に示すソ
フトウェア構成で実現することもできる。図１５は、クライアントＰＣの他の例の処理ブ
ロック図である。なお、図３に示したソフトウェア構成のうち禁則情報生成部６５及びエ
ラー判定部６６以外のソフトウェア構成は、実施例１及び２で共通である。そこで、図１
５では図３のソフトウェア構成と同様な部分について図示を省略している。
【００９３】
　クライアントＰＣ１１は禁則制御部２００を有する。禁則制御部２００は禁則プラグイ
ン管理部２０１、禁則チェックプラグイン２０２、及び、禁則解決プラグイン２０３を有
する。図１５の禁則制御部２００は禁則プラグイン管理部２０１経由で禁則チェックプラ
グイン２０２及び禁則解決プラグイン２０３を実行することで禁則制御を実現する。
【００９４】
　禁則プラグイン管理部２０１は禁則制御の機能を配下の禁則チェックプラグイン２０２
及び禁則解決プラグイン２０３を利用して提供するモジュールである。禁則プラグイン管
理部２０１は配下の禁則チェックプラグイン２０２及び禁則解決プラグイン２０３の実行
順序を管理する。
【００９５】
　禁則チェックプラグイン２０２は禁則プラグイン管理部２０１に禁則チェックの機能を
提供する。禁則解決プラグイン２０３は禁則プラグイン管理部２０１に禁則解決の機能を
提供する。例えば禁則チェックプラグイン２０２は禁則情報を用いてエラー機能の有無を
判定する機能を提供する。また、禁則解決プラグイン２０３はエラー機能の印刷設定を解
除する機能を提供する。
【００９６】
　＜処理の手順＞
　以下では、図１５の禁則制御部２００の処理の流れについて説明する。図１６は禁則制
御部が行う処理の一例のシーケンス図である。ステップＳ５１において、禁則プラグイン
管理部２０１は禁則チェック依頼を受ける。禁則チェック依頼を受けると、禁則プラグイ
ン管理部２０１はステップＳ５２において、禁則チェック依頼を禁則チェックプラグイン
２０２に対して行う。
【００９７】
　ステップＳ５３において、禁則チェックプラグイン２０２は印刷ジョブ２１０から印刷
設定の情報を取得する。また、ステップＳ５４において、禁則チェックプラグイン２０２
はプリンタ装置３１のプリンタ能力設定ファイル２１１からプリンタ能力として機能の有
無情報と機能的な禁則情報とを取得する。なお、プリンタ能力設定ファイル２１１の詳細
は後述する。また、禁則チェックプラグイン２０２は論理的な禁則情報を印刷ジョブ編集
アプリケーションから取得する。
【００９８】
　ステップＳ５５において、禁則チェックプラグイン２０２は取得した機能の有無情報と
機能的な禁則情報と論理的な禁則情報とをマージして最終的な禁則情報を完成する。禁則
チェックプラグイン２０２は印刷ジョブ２１０の印刷設定の情報と最終的な禁則情報とを
比較することで禁則チェックを実行する。
【００９９】
　比較の結果、禁則チェックプラグイン２０２は禁則により利用不可になる機能があるか
を判定する。禁則チェックプラグイン２０２は禁則により利用不可になる機能があればエ
ラー機能として禁則プラグイン管理部２０１に通知する。
【０１００】
　ステップＳ５６において、禁則プラグイン管理部２０１は禁則解決依頼を禁則解決プラ
グイン２０３に対して行う。そして、ステップＳ５７において、禁則解決プラグイン２０
３はエラー機能を解除するように、印刷ジョブ２１０の印刷設定の情報に反映させる。
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【０１０１】
　なお、禁則解決プラグイン２０３は実施例１のように、エラー機能の解除を作業者に選
択させるＵＩを表示し、エラー機能の解除をＵＩ上で作業者に行わせてもよい。
【０１０２】
　《最終的な禁則情報を作成する処理》
　図１７は最終的な禁則情報の作成処理の一例のシーケンス図である。ステップＳ６１に
おいて、禁則制御部２００はＤｅｖＣａｐｓファイル処理部２２０にプリンタ能力として
機能の有無情報と機能的な禁則情報とを要求する。ＤｅｖＣａｐｓファイル処理部２２０
はステップＳ６２、Ｓ６３において、ＤｅｖＣａｐｓファイル２２１からプリンタ能力と
して機能の有無情報と機能的な禁則情報とを取得する。
【０１０３】
　なお、ＤｅｖＣａｐｓファイルとはプリンタ能力を記述したファイルである。例えばＤ
ｅｖＣａｐｓファイルはＰＰＤ（PostScript Printer Description file）ファイルにお
いて規定されているデバイス機能記述フォーマットにより記述される。
【０１０４】
　ステップＳ６４に進み、ＤｅｖＣａｐｓファイル処理部２２０はＤｅｖＣａｐｓファイ
ル２２１から取得したプリンタ能力として機能の有無情報と機能的な禁則情報とを禁則処
理部２００に提供する。
【０１０５】
　ステップＳ６５、Ｓ６６において、禁則制御部２００は独自定義の禁則ファイル２２２
から論理的な禁則情報の一例としての独自定義の禁則情報を取得する。ここで、独自定義
の禁則情報とはＤｅｖＣａｐｓファイル２２１に記録されている共通禁則情報以外の独自
定義の禁則情報である。
【０１０６】
　ステップＳ６７に進み、禁則処理部２００はＤｅｖＣａｐｓファイル２２１から取得し
たプリンタ能力として機能の有無情報と機能的な禁則情報と、独自定義の禁則ファイル２
２２から取得した論理的な禁則情報の一例としての独自定義の禁則情報とをマージして最
終的な禁則情報を完成する。
【０１０７】
　《ＤｅｖＣａｐｓファイル２２１を作成する処理》
　ＤｅｖＣａｐｓファイル処理部２２０はＤｅｖＣａｐｓファイル２２１の作成を次のよ
うに行う。まず、ＤｅｖＣａｐｓファイル処理部２２０はＤｅｖＣａｐｓファイル２２１
の作成にＤｅｖＣａｐｓの定義ファイルを使用する。ＤｅｖＣａｐｓの定義ファイルとは
機器に依存するＤｅｖＣａｐｓ情報を保存しているファイルである。ＤｅｖＣａｐｓの定
義ファイルはプリンタ装置３１ごとに存在する。また、ＤｅｖＣａｐｓの定義ファイルは
ＤｅｖＣａｐｓファイル２２１の作成のもとになる。ＤｅｖＣａｐｓファイル２２１はプ
リンタ装置３１のＤｅｖＣａｐｓの定義ファイルから取得した定義内容の消し込み、変更
を行ったファイルである。
【０１０８】
　例えばＤｅｖＣａｐｓファイル２２１は、ＤｅｖＣａｐｓの定義ファイルに含まれる記
載にプリンタ装置３１からＭＩＢ（Management Information Base）経由で取得したプリ
ンタ能力の一例としてのフィニッシャーの情報を図１８のように反映されている。図１８
はＤｅｖＣａｐｓファイルの一部分を示した一例の説明図である。
【０１０９】
　ＤｅｖＣａｐｓファイル２２１は機器能力部と禁則条件部とに分かれている。例えば図
１８は機器能力部の一部分を示した一例の記述である。図１８のＤｅｖＣａｐｓファイル
２２１は「False 1LeftA 1RightA 2Left 2Right 2Up Center」がステープル機能としてサ
ポートされていることを表す。
【０１１０】
　また、図１９はＤｅｖＣａｐｓファイルの禁則条件部の一部分を表した一例の説明図で
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ある。図１９のＤｅｖＣａｐｓファイル２２１の禁則条件部は機能的な禁則情報を表して
いる。なお、独自定義の禁則ファイル２２２は論理的な禁則情報の一例である。独自定義
の禁則ファイル２２２はＤｅｖＣａｐｓファイル２２１の禁則条件部と同じフォーマット
で記述すればよい。
【０１１１】
　＜まとめ＞
　本発明によれば、プリンタ装置３１が持つ機能の有無情報及び機能的な禁則情報と印刷
ジョブ編集アプリケーションが持つ論理的な禁則情報とを考慮してジョブチケットの機能
の設定を解除できる。作業者は無効となる機能の印刷設定を認識しつつ、印刷設定を解除
するか否かを決めることができる。
【０１１２】
　本発明は具体的に開示された実施例に限定されるものではなく、特許請求の範囲から逸
脱することなく、種々の変形や変更が可能である。なお、特許請求の範囲に記載した能力
取得手段は禁則情報生成部６５に相当する。判断手段はエラー判定部６６に相当する。表
示手段は画面制御部６１に相当する。印刷ジョブ生成装置はクライアントＰＣ１１に相当
する。
【符号の説明】
【０１１３】
　１　　エンドユーザ環境
　２　　ＰＯＤ印刷システム環境
　３　　ネットワーク
　１１　　クライアントＰＣ
　２０　　工程管理部
　２１　　ＰＣサーバ
　３０　　デジタル印刷部
　３１　　プリンタ装置
　４０　　ポストプレス部
　４１　　ステープラ
　４２　　パンチ穴あけ機
　５０　　ＰＣ
　５１　　入力装置
　５２　　出力装置
　５３　　記録媒体読取装置
　５４　　補助記憶装置
　５５　　主記憶装置
　５６　　演算処理装置
　５７　　インターフェース装置
　５８　　記録媒体
　５９　　バス
　６１　　画面制御部
　６２　　入稿受付部
　６３　　印刷設定受付部
　６４　　プリンタ変更受付部
　６５　　禁則情報生成部
　６６　　エラー判定部
　６７　　印刷実行受付部
　６８　　プリンタ共通の禁則情報テーブル
　１３０　　エラー画面
　１３１　　エラー機能一覧
　１３２　　［ＯＫ］ボタン
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　１３３　　［キャンセル］ボタン
　２００　　禁則制御部
　２０１　　禁則プラグイン管理部
　２０２　　禁則チェックプラグイン
　２０３　　禁則解決プラグイン
　２１１　　プリンタ能力設定ファイル
　２２０　　ＤｅｖＣａｐｓファイル処理部
　２２１　　ＤｅｖＣａｐｓファイル
　２２２　　独自定義の禁則ファイル
【先行技術文献】
【特許文献】
【０１１４】
【特許文献１】特開２００７－２４１８７７号公報

【図１】 【図２】
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【図３】 【図７】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図８】 【図９】
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